
様式１（特別支援学校）

【特別支援学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇児童生徒一人一人に応じた自
立活動と各教科等を関連させた指
導の充実

○（保護者成果指標）「子どもの自立活動の目標や活動
状況について理解している」と回答した保護者の平均が
80％以上
〇（職員成果指標）「自立活動の指導目標、指導内容を
明確にして、時間の指導と各教科等との関連を意識し
た指導を行った」と回答した教職員の平均が80％以上

・保護者懇談会で、個別の指導計画を提示し、活動状況
を確実に伝える。
・自立活動の時間の指導を計画的に実施し、内容の充
実を図る。

B

・アンケート結果　「子どもの自立活動の目標や活動状況について理解している」と回答した保護者８６．４％、「個別の指導計画に示した自
立活動の目標、指導内容、指導場面に沿って自立活動の指導を行った」と回答した職員７６．７％　職員が未達成
・各担任が個別の指導計画に具体的な指導内容を記載し実践している。後期は保護者に対して自立活動の指導内容について説明を丁寧
に行うとともに各学年で情報交換しながら内容の充実に努める。（小学部）
・実態把握を行い、自立活動の計画を元に、1人1人に応じた目標を設定している。後期は指導について職員間で話し合う機会を設け、実践
例を紹介していく。保護者に対して懇談の中で指導の経過を伝えていく。（中学部）
・６項目それぞれについて実態把握を行った。それを基に、時間の指導の中で、個別の指導との繋がりやグループで指導する際のグルーピ
ングの仕方などを図る。（高等部）
・自立活動の指導について、夏季休業中に講師を招いて研修を行った。研修で学んだことを日々の指導に活かしていく。

B

・各児童の目標達成に向けて、指導内容や方法の見直しをしながら実践した。また、学年ごとに自立活動の指導に関する情報交換を行い、自立活動の指
導の充実を図った。（小学部）
・各教科の指導においても個々の自立活動の目標を意識しながら行った。懇談等の機会を通じて保護者から生徒の様子の変化を確認していった。（中学
部）
・各生徒の目標を意識しながら取り組んだ。個々の目標が近い生徒をグループに分けて指導を行う場面も設定した。生徒の変容、伸びが評価しやすいも
のと、そうでないものがあり、評価についての課題もあった。（高等部）
・自立活動の時間の指導を導入して２年目になるが、各学部とも児童生徒の実態に応じた授業の実践事例を積み上げることができた。

A

・個別支援計画を学年の初めに作成されるが、途中経
過（達成や内容と今の進捗状況が合っているのか等）を
学校と保護者で照らし合わせてほしい。
・（自立活動の）グループ指導についての内容を知らな
いので、説明があってもよかったかもしれない。
・自立活動にもごほうび会を入れてやる気ＵＰしてほし
い。
・自立活動等の指導をしてもらい、今後の生活に役に立
つと思った。
・職員の評価が低めであったのは、より良い支援を求め
る高い専門性や責任感の表れと感じます。

教務部

〇職員の特別支援教育に関する
専門性の向上

○（保護者成果指標）「学校生活や授業を通して、子ど
もが生き生きと活動し成長が感じられている」と回答した
保護者の平均が80％以上
〇（職員成果指標）「主体的・対話的で深い学びを意識
しながら授業づくりを行った」と回答した教職員の平均が
80％以上

・日々の授業において個に応じた指導や支援を行う。
・個人懇談や授業参観、連絡帳などを通して学習活動
や成果について広く理解を図る。
・授業づくりについての研修会を行い、職員の専門性を
高める。
・月1回研修日を設け、各学部の研究グループで授業づ
くりを行う。
・授業参観期間を設け、学部間で授業を共有し、改善に
つなげる。

B

・アンケート結果　「学校生活や授業を通して、子どもが生き生きと活動し成長が感じられている」と回答した保護者８７．１％、「主体的・対話
的で深い学びを意識しながら授業づくりを行った」と回答した職員７３．８％　職員が未達成
・「主体的・対話的で深い学びを意識した授業づくり」についての全体研修や外部講師を招いた職員研修会を行った。
・毎月の研修日において、小・中・高の各授業づくりグループで「授業改善シート」を基に前期の授業を振り返り、学部内で手立てや改善点を
共有した。
・前期の授業からの改善点を基に、後期の授業参観期間に向けて「主体的・対話的で深い学び」の手立てを入れた授業をつくり、学部内で
互いに参観し、学び合いの機会を設けながら、授業改善を進める。

B

・日々の授業において、学習目標の達成を目指し、個に応じた指導や支援を行った。
・個人懇談や授業参観、連絡帳などを通して家庭と情報を共有しながら連携し、学習活動や成果について広く理解を図った。
・毎月研修会を行い、前期の振り返りを生かして、後期の授業において単元目標や「主体的・対話的で深い学び」を意識した手立てを考え、各グループ毎
に指導案をつくって授業改善を進めた。さらに、授業期間を設け、学部間で互いに参観し合い、事後は評価と課題を共有した。
・年度末に、全校研修会を行い、学部毎の授業改善の取り組みを共有し、「主体的・対話的で深い学び」の手立てが子どもの生き生きとした活動や目標の
達成につながったことの成果を通して、特別支援教育に関する専門性の向上につながった。 B

・専門性の向上は、子どもを通して見ることがあまりない
ので評価はできないが、学校教育以外の活動（芸術や
スポーツ、習い事など）についても知ってほしい。

教育研究部

○進路指導とキャリア教育の充実 ○（保護者成果指標）児童生徒にとって、「卒業後の生
活に必要な力をつけるための教育が行われている」と
回答した保護者の平均が80%以上
〇（職員成果指標）「卒業後の生活に必要な力をつける
ための教育に努めている」と回答した教職員の平均が
75.0%以上

・学部別に保護者への進路講話や進路だより、進路パ
ンフレットなどの情報提供のための資料の充実を図る。
・キャリアパスポートの活用状況を確認し、担当職員で
フィードバックする場を設ける。 A

・アンケート結果　「卒業後の生活に必要な力をつけるための教育が行われている」と回答した保護者８６．７％、「卒業後の生活に必要な力
をつけるための教育に努めている」と回答した職員７７．１％　保護者、職員ともに達成
・時期ごとにキャリアパスポートを活用した授業を行った。（小学部）（中学部）（高等部）
・小学部、中学部、高等部1年生、３年生の保護者に進路講話を実施して、進路情報の提供を行った。今後高等部２年でも進路講話を実施
し、卒業後の生活に必要な力をつけるための教育に努める。

A

・時期ごとにキャリアパスポートを活用した授業を行った。（小学部）（中学部）（高等部）
・小学部、中学部、高等部（学年別）に進路講話を実施した。また、進路パンフレットの改訂を４年ぶりに行い、全児童生徒・全職員へ配布し進路情報の提
供を行った。
・引き続き授業や進路講話、進路だより、進路パンフレットを通じて、卒業後の生活に必要な力をつけるための教育について共通理解を深めるようにする。 A

・キャリアパスパスポートを保護者にも共有してもらえる
と、家庭でも子どもと一緒に考えることができると思う。

進路指導部

●児童生徒が、自他の生命を尊
重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教
育活動

（学校）
●（保護者成果指標）「お子様の思いやりや豊かな心を
育む教育活動が実施されている」と回答した保護者の
平均が80％以上
●（職員成果指標）「互いに助けあったり協力したりする
学習を行った」と回答した教職員の平均が80％以上
（寄宿舎）
●（保護者成果指標）「子どもが、自分や周りの仲間を
大切にし、思いやりの心や協力する気持ちを育て、楽し
く生活できる支援がされている」と回答した保護者の平
均が85％以上
●（職員成果指標）「仲間を大切にし、思いやりの心や
協力する気持ちを育て、楽しく生活できる支援を行った」
回答した職員の平均が85％以上

(学校）
・特別の教科道徳や特別活動、各教科等の授業で思い
やりや豊かな心を育む教育活動の充実を図る。
･交流及び共同学習や学校行事等で、他者と関わる場
面を設定したり、多様な体験活動を実施したりする。
（寄宿舎）
・集団生活を送る中で、自治活動や季節行事・当番活動
などを通して、協力する気持ちや思いやりの心を育て
る。
･自分や周りの仲間を大切にし、お互いを理解するよう
に、ミーティングなどを通してルールやマナーを身に付
ける。

B

・アンケート結果　「お子様の思いやりや豊かな心を育む教育活動が実施されている」と回答した保護者８７．５％、「道徳や特別活動、交流
及び共同学習での他者と関わる場面や多様な体験活動を通して、互いに助けあったり協力したりする学習を行った」と回答した職員７６．
８％、「子どもが、自分や周りの仲間を大切にし、思いやりの心や協力する気持ちを育て、楽しく生活できる支援がされている」と回答した寄
宿舎保護者９７．５％　職員が未達成
・集団学習や学習発表会等の行事において、各学部、学年で実態に合わせて助け合い、協力し合う場面を設定し、相手を思いやる行動や
言葉掛け、互いを称賛する教育活動を行った。（小学部）（中学部）（高等部）
・交流及び共同学習において、川上小学校、松梅中学校、高志館高校の児童生徒と交流する機会を設定している。小学部、中学部におい
ては、居住地校交流も実施し、活動を通して他者と関わる経験を深めている。今後も継続して実施していく。（小学部）（中学部）（高等部）
・主体的に活動を行う場として、舎生会を中心とした様々な活動へ参加を募った。「やりたい」という気持ちを引き出し、同じ活動を協力して行
う環境を整えた。当番活動を行う中では、欠席者や、ほかの活動でできないところをさりげなく手伝う様子も見られるようになった。ミーティン
グや部屋会を通して、集団生活のルールやマナーを伝えて行く。（寄宿舎）

B

・集団学習の中で、児童生徒の実態に合わせて、助け合い、協力し合う場面を設定し、生命の尊重や、健康な心と体を大切に保持する学習、他者を思い
やる言葉や行動などについて指導を行った。学習発表会等の行事を経て、さらに、児童生徒同士が互いを称賛する姿や相手を思いやる行動が見られる
場面が増えた。学校内で他学部と関わる機会は少ないものの、廊下や食堂などの場において、他学部の児童生徒への思いやりある言葉掛けや行動も見
られた。
・交流及び共同学習では、小学部は川上小学校と、中学部は松梅中学校と、高志館高校とそれぞれ交流を実施した。今年度は、多くの学年が直接対面し
て交流するができ、有意義な時間となった。居住地校交流においては、本人や保護者、相手校の児童などから、「交流できてよかった」「楽しかった」などの
感想が多く寄せられた。他者と関わる場面設定や多様な体験活動は教育的効果が大きいため、今後も継続して交流を行っていく。
・ミーティングを行い、集団生活でのマナーやルールを再確認し、他者を思いやり、協力することの大切さを伝えた。日々の生活の中でも、雑談を交えなが
ら、命や友達の大切さを伝えていった。子どもたちの聞く姿勢をとることができるような支援・指導を行い、自ら行動できる力を身につけることができるように
なった。今後も思いやりの心を育む支援を行っていく。

A

・他校との交流をもっと増やしてほしい。公共交通の利
用体験など
・子どもが集団生活を送る中で、自立活動を通して、協
力する気持ち、思いやりの心が育ってきている。
・交流及び共同学習で、交流校から前向きな感想が多
かったことは関わりをもつ機会を増やすことで、多様な
価値観に触れ、社会性を育む機会が増えると感じます。 学習部

寄宿舎

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

●学校は生徒間トラブルについて、保護者へ情報提供
や解決に向けた具体的な手立てを示し、迅速な対応を
取っていると回答した保護者の平均が80％以上
●人権を大切にする言葉かけや授業に取り組んだと回
答した教職員平均が80％以上

・生徒間トラブルについては、すみやかに学年主任、学
部主事、生徒指導主事、管理職に報告し、具体的な解
決手段や手立てを確実に行い、保護者に経過観察を伝
える。
･年に２回以上、人権に関する授業実践やいじめ、人権
研修を計画し、実施する。 B

・アンケートから、「学校は生徒間トラブルについて、保護者へ情報提供や解決に向けた具体的な手立てを示し、迅速な対応を取っている」と
回答した保護者が84.6％で目標を達成したのに対し、「人権を大切にする言葉かけや授業に取り組んだ」と回答した教職員が74.5％と目標
を下回る結果となった。（ちなみに昨年度の教職員の数値よりも若干下回っている）
・これまでに起きた生徒間トラブルについては、迅速に学年主任、学部主事、生徒指導主事、管理職に報告し、具体的な解決手段や手立て
を確実に行い、保護者に経過観察を伝えているが、いじめを含めた人権に関する授業実践が不足していると感じている教職員が多い。
・人権に関する授業実践の提案や各種研修等への参加の呼びかけを積極的に行い、人権教育の啓発を図りながら、生徒に還元できるよう
に促していく。

B

・起きたトラブルの解決に向けて、教職員同士の協力、連携だけでなく、生徒の保護者に積極的に情報を開示して、共に協力しながら問題解決に取り組む
スタンスを徹底できたことが目標達成の要因の一つではないかと考える。
・道徳や人権に関する授業実践は計画通りできているが、学習したことがすぐに生活面に生かされるという点では、個人差が大きく、そのことが目標を下回
る結果になったと考えられる。しかしながら来年度も引き続き、人権教育の啓発を図りながら、生徒の自己肯定感や差別を許さない心の育成を目指して地
道に取り組んでいきたいと考える。

A

・トラブルがあった事案を学校だより等で全保護者にも
教えてほしい。注意するために。
・いじめがどこからか難しいのだろうと思いました。トラブ
ルはもっといろいろあったかと思いますが・・。
・がんばってください。
・迅速に対応してもらえた。
・どんな内容なのか不明な点も多いので、説明ができる
限りで良いので、していただけるとよいと思います。
・職員の負担を考えると外部の専門家（医療や心理）と
の連携も必要なのではと感じます。

生活指導部

●児童生徒が夢や目標を持ち、そ
の実現に向けて意欲的に取り組も
うとするための教育活動。

●「先生は子どものよいところを認めてくれていると思
う」と回答した保護者85％以上
●「将来の夢や目標をもてるように授業を工夫した」と回
答した教職員の平均が80％以上

・児童生徒の自己肯定感が高まるように、できているこ
とを伝えたり、仲間同士で認め合ったりする場面を設定
する。
・児童生徒が「自分は人のために役に立っている」「現在
の自分に満足している」「自分はできている」「自分は前
向きに挑戦している」と感じることができる授業作りをす
る。

A

・アンケート結果　「先生は子どものよいところを認めてくれていると思う」と回答した保護者９２．７％、「子どものよいところを褒めたり認めた
りできるような状況を作り、子どもが主体的に活動できるように授業を工夫した」と回答した職員８０．４％　保護者、職員ともに達成
・各授業の終わりには、振り返りの時間を設け、児童の頑張りを認め、賞賛する場面としている。後期は友達同士で認め合う場面を増やして
いく。（小学部）
・行事や単元ごとに振り返りを行い、自分の頑張りを表し、発表する機会を設けた。後期も引き続き継続していく。（中学部）
・日々、小さなことでも褒め、そのことが良いことなのだ、自信をもって続けていこう、と生徒が思う言葉掛けを行っている。（高等部）

A

・児童が自分の頑張りを実感し表現することができるように、各児童に応じた振り返りの方法を工夫した。先生と子ども、子ども同士が認め合う場づくりに努
めた。（小学部）
・授業の中で自信をもって発表したり、教師や友達と一緒に発表しようとしたりする姿が見られた。（中学部）

・生徒は、褒められるとやはり嬉しく感じていた。そして、自信をもち、その積み重ねで、成長している姿が見られた。（高等部） A

・情報交換会は、学年の先生から子どもたちの情報を
伝えてもらい、大変好評だった。

各学部

●健康・体つくり

❸「望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成」

●「健康に良い食事を知り、家庭や学校で食べようと心
掛けたり、朝食を毎日食べたりしている」と回答した児童
生徒の平均が80％以上
●食の大切さを伝えるために、給食指導や食に関する
授業に取り組んだと回答した教職員の平均が75％以
上。

・特別活動、保健体育などの授業や給食指導等におけ
る食に関する指導支援の充実を図る。
・児童生徒へのアンケートを実施する。
・保健だよりや給食だよりを通して学校での活動を保護
者に伝え、家庭との連携を図る。 B

・アンケート結果　「お子様は、朝食を毎日食べている」と回答した保護者９２．５％、「特別活動や保健、給食指導等の時間に食に関する指
導支援を行った」と回答した職員７４．４％
・「特別活動や保健体育、給食指導等の時間に食に関する指導支援を行った」と回答した職員の平均は74.4％。毎日の給食や寄宿舎にお
いては舎食を通して毎日アプローチしているが、数値としては予想より低かった。職員への意識向上や食育に関する授業、具体的な指導支
援の方法の提示などを充実させる。
・「お子さまは朝食を毎日食べている」と答えた保護者の平均は92.5％。家庭での食育への意識が高いことが伺えた。今後、保護者にさらに
食育に関心をもってもらえるように食に関する情報発信を栄養教諭と連携して行っていく。

A

・栄養面はもちろんのこと彩りよく盛り付けの工夫もされており、子供たちの食を視覚からもアプローチされていると思う。毎日の給食を楽しみにしている児
童・生徒が多いと思われる。
・毎日の給食や舎食を通して、安全かつ楽しく食事ができるようマナーを含め職員は指導支援を行えた。また、どの学部も家庭科等の授業を通して食の大
切さ等の学習場面を設定することができたと思われる。
・食べず嫌いや家では好き嫌い多いが、学校で指導をしていただいているようで、少しづつ食べられる食材が増えてありがたいです。という保護者の声も
あった。

A

・給食大好きです。おかわりしたいそうです。
・ひどい偏食、調理実習、給食にはとても救われていま
す。いつもありがとうございます。
・果物が献立にもう少し加えてほしい。 保健環境部

●地域支援

●効果的な地域支援に向けた特
別支援学校のセンター的機能の
充実

●支援部だよりや公開研修、巡回相談が役に立ったと
回答した地域の学校の平均が75％以上
●支援の工夫や研修会等への参加を通して地域支援
に必要な専門性の向上に努めたと回答した教職員の平
均が75％以上

・支援部だよりの発行や公開研修会を年に2回実施す
る。
･地域の学校の要請に応じて巡回相談を実施する。
・児童生徒の実態に応じて支援を検討し実践する。
・校内外の研修会や関連記事等の情報を発信し、専門
性の向上を図る。

A

・アンケート結果　「児童生徒の支援の工夫や研修会等への参加を通して特別支援教育の専門性の向上に努めた」と回答した職員７７．８％
・地域支援に関しては、今後も学校等の要請を受けて巡回相談を行っていくと共に、公開研修会を実施し、児童生徒の理解と支援につなげ
ていく。また、支援部だよりを発行し、情報発信を行っていく。
・地域の小中学校等にアンケートを実施し、本校のセンター的機能に対する地域の評価を把握し、後期に活かしていく。 A

・上期は７７．８％、下期は７５．３％と、地域支援に必要な専門性の向上に努めたと回答した教職員が下期は少し減っているものの、目標の７５％は達成
することができた。地域支援についてのアンケート結果を職員にフィードバックして成果を実感できるようにしたい。
・地域支援では、アンケート結果より、支援部だより「役に立った」「概ね役に立った」合わせて９４．５％。巡回相談では、利用した学校からは、「役に立っ
た」「概ね役に立った」合わせて９７．２％。公開研修会参加者の「大変満足」「満足」は、２回の平均が９２．３％だった。
ただ、公開研修会では、参加校が半数以下であり、対面研修ではオンライン研修よりも更に参加者が減少した。校内外のニーズを把握した研修内容や参
加方法の検討が必要である。

B

・支援部だよりについて、より広く情報提供ができたらい
いですね。

教育支援部

●業務改善・教
職員の働き方改
革の推進

●時間外在校等時間の削減と年
次休暇の取得率の向上

●「月の時間外在校時間44時間以内の教職員が95％
以上、かつ年間20日の年次休暇のうち、半期7日間以
上の年次休暇を取得した」と回答した職員が75％以上。

・各主事や主任が中心となり業務の精選を行い、効率
化を図る。
・定時退勤日を設け、教職員への働きかけを行う。
・ノー会議週間や長期休業中での年休取得を推進す
る。

A

・「月の時間外在校時間44時間以内の教職員が95％以上、かつ年間20日の年次休暇のうち、半期7日間以上の年次休暇を取得した」と回
答した職員７６．９％
・毎週水曜日の定時退勤日には教職員同士で言葉をかけ、早い時間に退勤するようになった。教職員の９５％以上は、時間外在校時間４４
時間以内であったが、毎月5％程度の教職員は４５時間を超えているため継続して取り組んでいく。事務作業を中心とした業務の効率化は
進んでおり、夏季休業中を中心としてまとまった年次休暇を取得しており、90％以上の教職員が半期に７日間以上、取得できた。

A

・アンケート結果「月の時間外在校時間44時間以内の教職員が95％以上、かつ年間20日の年次休暇のうち、半期7日間以上の年次休暇を取得した」と回
答した職員79.7％であった。
・95％以上の教職員が月の時間外在校時間を44時間以内であった。特に、定時退勤日には18時半までに90％以上の職員が帰宅している点は評価でき
る。一方で、学習発表会前後の10月は時間外在校時間が増加しており、行事の取り組み方には課題がある。来年度は、業務の効率化・平準化を図り、時
間外在校時間の縮減に努める。
・10月から1月末の4ヶ月間で、年次休暇の平均日数は約４日間であり、年度末までに7日間を取得できるように、今後も教職員に対して働きかけを行って
いく。

A

・年休１００％取得を。
・なるべく超過勤務はしないように、金曜日に終礼をす
る取り組みもある。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○学校経営方針

○教育目標に即した教育の実践 （学校）
○「大和特別支援学校に入学させてよかった」と回答し
た保護者が85％以上
（寄宿舎）
〇「大和特別支援学校の寄宿舎に入舎させて良かっ
た」と回答した保護者が85％以上

(学校）
・子どもや保護者の気持ちを受け止め、子どもが今日の
学び・学校生活に満足し、明日の学び・学校生活を期待
する教育活動を実施する。
（寄宿舎）
・子どもや保護者の気持ちを理解し受け止め、安心・安
全な生活を送る中で、社会生活のスキルや主体的に活
動できる力を身に付け、活動を楽しみにできる支援を行
う。

A

・アンケート結果　「大和特別支援学校に入学させてよかった」と回答した保護者９４．２％、「大和特別支援学校の寄宿舎に入舎させて良
かった」と回答した寄宿舎保護者９７．４％
（学校）
・学校の評価は、94.2％を超えており家庭からは高い評価を受けている。今後も家庭のニーズに沿った指導・支援を継続していく。
（寄宿舎）
・寄宿舎の評価は９７．４％と保護者からは高い評価を受けている。保護者と連携を密にし、将来に向けての生活指導・支援を行っていく。 A

（寄宿舎）
・寄宿舎の評価は、保護者からは高く評価されている。今後も保護者と連携を密にし、子どもたちの生活が豊かになるような指導支援を行っていく。
（学校）
・今後も、安心安全な学校生活を送れるような環境づくりを目指し、子どもたちの成長につながる支援の充実を図っていく。

A

・遊具の充実をお願いします。体幹のためにも。
・大和特別支援学校に入学させてよかった。

管理職
寄宿舎

○ICT活用教育

○ＩＣＴを活用した児童生徒一人一
人が｢分かる､できる｣授業づくり

○（保護者成果指標）「ICTを効果的に活用したことで、
こどもの分かる、できることが増えた」と回答した保護者
の平均が80％以上
〇（職員成果指標）「ICTに関わる研修や資料の回覧等
で、ICTを活用した授業作りや生徒支援に生かすことが
できた」と回答した教職員の平均が80％以上

・ICT機器を効果的に使用できるように、生徒の実態に
合わせて、電子黒板や大型モニター等を、活動場所に
配置し、iPadまたは学習用PCを効果的に活用する。
・校内の研修で、授業等で効果的にICTを活用できるよ
うな実践事例の紹介や生徒の実態に応じて活用できる
ような事例を紹介する。また、掲示板や回覧等でICT活
用に関わる資料を紹介する。

B

・アンケート結果　「ICTを効果的に活用したことで、こどもの分かる、できることが増えた」と回答した保護者８２．５％、「児童生徒の実態に応
じて、ICTを効果的に活用した授業づくりや支援に生かすことができた」と回答した職員７４．８％　職員が未達成
・夏季休業中のWindowsアップデートに伴い、電子黒板操作用パソコンの動作が非常に重くなったため、ICT支援員と協力して、動作を軽くす
る処置を行ったり、学習用パソコンを接続したりして活用できる環境を整える。
・すべての学部、教室に電子黒板や大型モニタを配置できるようにし、不具合や故障の対応を迅速に行う。
・今後も掲示板や紙媒体の回覧や研修等でICT利活用教材や資料を紹介しながら、情報モラルやセキュリティの意識を高めていけるように
これからも発信をしていく。

B

・職員より保護者のアンケート評価が高くでており、保護者には効果的に活用した授業を行っていると評価をもらっているが、教員が効果的に活用できてい
るかどうかの判断で低い結果になった。実際には電子黒板や学習用端末を毎回活用して授業している。来年度は各学部で高性能モニタの活用方法や
TeamsやOneDriveの活用方法の研修に力を入れたり、他校の活用事例を積極的に紹介したりして、ICT活用を苦手としている教員を中心に研修や実践事
例の紹介を行っていく。 B

・ＩＣＴ活用の具体例を引き続き周知お願いいたします。
（保護者向け）
・日々進化するため、上手く活用するには、より専門知
識が必要。負担が増えないか心配。 情報教育部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている（80％以上）
 Ｂ：おおむね達成できている（60％以上80％未満）
 Ｃ：やや不十分である（40％以上60％未満）
 Ｄ：不十分である（40％未満）学校名 佐賀県立大和特別支援学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・「児童生徒一人一人に応じた自立活動の指導の充実」、「職員の特別支援教育に関する専門性の向上」、「児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付ける教育活動」、「業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減」、「ＩＣＴを活用した児童生徒一人一人が｢分かる､できる｣授業づくり」の5項目が80％（B判定）となり目標を達成できなかった。
・自立活動の時間の指導については、指導形態の工夫や指導内容・指導方法を学部内で共有し指導に活かしていく。
・職員の特別支援教育の専門性の向上を目指して、一人一枚のポスターでの研究発表において意見交換を行い研究を深めた。今後は、研究課題に向けて、アンケートを集約し、検討、協議の上、テーマや方法を決めていく。
・「思いやりや豊かな心を育む教育活動」では、今後も交流及び共同学習は継続しながら計画、実施していく。
・業務効率化・平準化を図るとともに、定時退勤日を設定することにより、時間外在校時間を縮減し、年次有給休暇の取得を積極的に働きかけていく。
・各学部で高性能モニタの活用方法やTeamsやOneDriveの活用方法の研修に力を入れたり、他校の活用事例を積極的に紹介したりして、ICTを苦手としている教員を中心に研修や紹介を行っていく。

２　学校教育目標 「たくましく自立し、積極的に社会に参加する人間の育成」
・子ども一人一人のニーズに応じた最適な対応に努めることにより、子どもが自分の力を発揮しながら自立的・主体的に取り組む姿を実現し、将来の自立的・主体的な地域生活へつなげていく。

３　本年度の重点目標

①　自立活動と各教科等の指導について整理し、特別支援学校の教育力向上を図る。
②　児童生徒の自立に向けた教育の専門性向上について、共に学び、共に考える。
③　共生社会の実現に向け、人権を尊重し、命を大切にする教育に取り組む。
④　職員の組織力向上と業務改善を推進し、互いの成長を実感できる学校を目指す。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

①個別の指導計画に示した自立活動の目標、指導内容、指導場面に沿って自立活動の指導を行った。
②主体的・対話的で深い学びを意識しながら授業づくりを行った。
③道徳や特別活動、交流及び共同学習での他者と関わる場面や多様な体験活動を通して、互いに助けあったり協力したりする学習を行った。
④人権に関する授業実践やいじめ、人権に関する研修に確実に参加し、学んだことを生徒対応に還元することができた。
⑤児童生徒の実態に応じて、ＩＣＴを効果的に活用した授業づくりや支援に生かすことができた。の５項目が目標を達成できなかった。

・「自立活動」を時間における指導と位置付けて２年目となり、教職員の自立活動に対しての意識の高まりや試行錯誤しながらの授業づくりについて実績を積むことができている。今後も、これまでに蓄積された教材・教具を活用しながら、自立活動と各教科とのつながりを意識した学習活動の充実を図っていく。
・「主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業づくり」のテーマのもと、本年度は学部内での授業参観期間を設定した。次年度は学部間での授業参観を計画しており、児童生徒の「主体的」「対話的」「深い学び」の目指す姿の共有と授業改善を行いながら、教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図っていく。
・「思いやりや豊かな心を育む教育活動」では、今後も交流及び共同学習は継続しながら計画、実施していく。寄宿舎では、自治活動やミーティングを通して、子どもたちの主体性を伸ばしながら、他者を思いやる心を育てる指導・支援を行っていく。
・業務の効率化・平準化を図り、時間外在校時間の縮減に努める。また、年度末まで目標の年次有給休暇の取得や定時退勤日の推進についても、教職員に対して働きかけを行っていく。
・ＩＣＴ活用に関して、他校の活用事例を積極的に紹介し、ＩCT活用を苦手としている教員を中心に研修を行う。また、学校での学習活動の様子やＩＣＴを活用しての学習効果等を、保護者向けに情報発信をしていく。

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

主な担当者
重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


